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Ｊ
Ａ
Ｌ
や
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
会
員
の
徳
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
。
県
か
ら
も
ら
っ
た
補
助
金
を
使
い
、
毎
年
国
内
定
期
路
線
利
用
促
進
の
名
目
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金
を
交
付
。「「
県
費
補
助
金
を
仲
間
内
で
分
配
す
る
談
合
組
織
か
」」
と
の
指
摘
も
。

遠
藤
市
長
ら
の
証
人
訊
問
が
終
わ
っ
た
徳
島
市
議
会
の
生
活
保
護
百
条
委
員
会
。
三
月
十
一
日
に
調
査
報
告
書
（
案
）
が
示
さ
れ
る
予
定
。
焦
点
は
森
本
課
長
が
市
長
に
郵
送
し
た
過
大
請
求
告
発
文
書
を
「「
記
憶
に
な
い
」」
と
証
言
し
た
遠
藤
市
長
を
偽
証
偽
証
の
疑
い
で
告
発
す
る
か
。

昭和 31年 2月 27日 第三種郵便物認可　第 1623 号 令和 8年 2月 25日（水曜日）

県市協調唱えるだけで独自のまちづくりが見えてこない徳島市の遠藤市政。「遠藤市長では荷が重いのでは」とチェンジを求める声。須見県議会議長の市長選擁立の声…。

　
　
　
　

二
年
半
が
過
ぎ
た
後
藤
田
県
政
。「
新
宝
島
大
作
戦
」
を
打
ち
出
す
が
、
新

ホ
ー
ル
は
業
者
が
決
ま
ら
ず
フ
リ
ー
ズ
状
態
。
香
港
便
は
補
助
金
を
食
い
逃

げ
さ
れ
た
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
。
県
政
改
革
は
飯
泉
前
知
事
の
錬
金
術
を
踏
襲
、

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
腰
砕
け
。
外
郭
団
体
改
革
で
は
、
人
事
構

想
が
門
前
払
い
さ
れ
、
無
様
な
威
信
低
下
。
知
事
選
で
訴
え
た
徳
島
再
生
戦

略
の
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
て
い
る
。「
カ
モ
〜
ン
」
の
絶
叫
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
国
政
転
身
を
果
た
し
た
飯
泉
前
知
事
と
の
因
縁
バ
ト
ル
も
再
燃
し
そ
う
だ
。

ア
ミ
コ
ビ
ル
の
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
を

い
つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
。
ビ
ル
を

運
営
す
る
徳
島
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
、

徳
島
都
市
開
発
㈱
は
実
質
的
に
経
営

破
綻
。
招
聘
さ
れ
た
百
貨
店
再
生

請
負
人
も
為
す
術
な
し
だ
。

ア
ミ
コ
ビ
ル
は
徳
島
駅
前
の

再
開
発
ビ
ル
。
開
業
は
一
九
八

三
年
。
土
地
の
四
分
の
三
は
徳

島
市
の
所
有
。
建
物
の
約
四
十
％

は
徳
島
都
市
開
発
が
権
利
を
持

つ
。
ビ
ル
名
の
ア
ミ
コ
は
イ
タ

リ
ア
語
で
友
人
の
意
味
だ
。

ビ
ル
を
管
理
運
営
す
る
徳
島

都
市
開
発
は
瀕
死
状
態
の
末
期

ガ
ン
企
業
だ
。
昨
年
一
月
末
時

点
で
、
年
間
売
上
は
約
十
四
億

円
。
負
債
総
額
は
約
七
十
億
円
、

債
務
超
過
は
約
四
十
億
円
。
所

有
す
る
現
金
は
約
七
億
円
だ
。

ス
テ
ー
ジ
５
の
末
期
ガ
ン
企
業

に
対
し
、
大
株
主
の
徳
島
市
は
二

十
億
円
の
追
加
融
資
を
実
施
。
岩

手
の
百
貨
店
、
川
徳
の
再
生
で
知

ら
れ
る
南
波
岳
大
氏
を
社
長
に
招

聘
。ア
ミ
コ
ビ
ル
再
生
を
託
し
た
。

二
十
億
円
や
再
生
請
負
人
の
投
入
は

焼
石
に
水
だ
っ
た
。
売
上

は
上
が
ら
ず
、
末
期
ガ
ン

状
態
は
続
い
た
ま
ま
。
再

生
め
ざ
し
た
長
期
経
営
計

画
も
実
現
で
き
ず
、
単
な

る
紙
切
れ
に
な
っ
て
い
る
。

危
機
感
抱
い
た
徳
島
市
は
昨
年
、
徳

島
都
市
開
発
に
黒
字
化
に
向
け
た
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
の
提
出
と
長
期
収
支
計
画

の
見
直
し
を
求
め
た
。
徳
島

都
市
開
発
は
昨
年
十
一
月
に

回
答
し
た
が
、
内
容
は
ギ
ブ

ア
ッ
プ
宣
言
だ
っ
た
。

黒
字
化
計
画
は
資
金
調
達

の
目
途
が
立
た
な
い
と
し
て

「
作
成
は
困
難
」
と
開
き
直

り
、
徳
島
市
に
対
し
、
①
融

資
返
済
の
猶
予
②
追
加
融
資

の
実
施
③
人
材
登
用
の
支
援

を
求
め
て
泣
き
つ
い
た
。

「
金
が
な
い
。
人
が
な
い
。

借
金
払
え
な
い
」
と
泣
き
す

が
る
徳
島
都
市
開
発
に
対

し
、
徳
島
市
は
支
援
検
討
の

た
め
「
長
期
が
無
理
な
ら
、
せ

め
て
五
年
間
の
収
支
計
画
や
事

業
計
画
を
出
せ
」
と
求
め
た
。

徳
島
都
市
開
発
は
今
年
二
月
、

資
料
を
提
出
し
た
が
、
会
社
の
問

題
点
や
解
決
の
方
向
性
を
ま
と
め

た
だ
け
。
市
議
会
か
ら
「
金
を
借

り
た
い
な
ら
、
何
に
使
う
か
ぐ
ら
い
は

言
え
」
等
批
判
が
噴
出
し
た
。

瀕
死
状
態
の
徳
島
都
市
開
発
に
は

今
後
さ
ら
に
追
い
込
み
が
か
か
る
。

徳
島
市
へ
の
二
十
億
円
融
資
の
返
済

ス
タ
ー
ト
、
そ
ご
う
西
武
へ
の
約
十

二
億
円
返
済
が
令
和
九
年
以
降
も
分

割
払
い
が
認
め
ら
れ
る
か
等
だ
。

昨
年
十
一
月
に
は
取
締
役
の
都
築
政

務
監
が
執
行
役
員
に
な
っ
た
が
、
都
築

政
務
監
は
同
社
社
長
時
代
に
「
ア

ミ
コ
は
あ
と
二
、三
年
で
潰
れ
る
」

と
呟
い
た
人
物
。
再
生
へ
の
本
気

度
が
疑
問
を
呼
ん
で
い
る
。

　

二
〇
三
三
年
問
題
も
あ
る
。

五
十
年
と
い
う
建
物
の
法
定
耐

用
年
数
だ
。
二
〇
三
三
年
に
築

後
五
十
年
を
迎
え
、
新
規
ビ
ル

へ
の
建
て
替
え
か
大
規
模
改
修

か
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ
向
け
た

経
営
判
断
が
問
わ
れ
る
。

ビ
ル
の
延
べ
面
積
は
約
二
万
六
、

六
〇
〇
坪
。
試
算
で
は
新
規
ビ
ル

へ
の
建
て
替
え
な
ら
、
解
体
＆
新

築
で
約
三
三
二
億
円
。
外
壁
や
空

調
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
大
規
模

改
修
で
約
八
十
億
円
必
要
だ
。

山
本
潤
造
元
市
長
が
政
治
力
と
人

脈
で
そ
ご
う
を
誘
致
し
誕
生
さ
せ
た

ア
ミ
コ
ビ
ル
。
駅
前
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
リ
セ
ッ
ト
に
は
、
山
本
元
市
長

並
み
の
構
想
力
と
人
間
力
を
備
え
た

政
治
家
の
登
場
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

二
枚
の
封
筒
の
中
か

ら
消
え
た
現
金

現
金
消
失
が
判
明
し
た
の

は
昨
年
十
二
月
一
日
。

職
員
が
気
付
い
た
。
鍵
が
か

か
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
保

管
し
て
い
た
封
筒
の
中
か
ら

現
金
が
消
え
て
い
た
。
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
は
役
場
一
階
の
産

業
課
に
あ
っ
た
。

封
筒
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ

に
は
「
緑
の
募
金
」
八
万
数
千

円
が
入
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ

に
は
「
千
年
サ
ン
ゴ
と
活
き
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
サ

ポ
ー
タ
ー
会
費
一
万
三
千
円

が
入
っ
て
い
た
。

　

現
金
は
町
民
か
ら
預

か
っ
た
金
だ
っ
た
。
緑

の
募
金
は
昨
年
十
月
〜

十
一
月
に
九
町
内
会
か

ら
受
け
取
っ
た
。
サ
ポ
ー

タ
ー
会
費
は
昨
年
七
月
〜

十
一
月
に
町
民
九
人
か
ら

受
け
取
っ
た
。

緑
の
募
金
は
町
が
徳
島

森
林
づ
く
り
推
進
機
構
に

振
り
込
み
、
森
林
整
備
等

に
活
用
さ
れ
る
。
サ
ポ
ー

タ
ー
会
費
は
県
南
部
総
合
県

民
局
に
あ
る
事
務
局
に
渡
さ

れ
、
サ
ン
ゴ
の
保
全
活
動
等

に
活
用
さ
れ
る
。

関
係
職
員
は
全
員
「
知

り
ま
せ
ん
」、
牟
岐
署
に

被
害
届

現
金
消
失
に
気
づ
い
た

町
は
、
現
金
と
鍵
の
存

在
を
知
る
職
員
十
数
人
に
確

認
し
た
。
結
果
は
誰
も
「
知

り
ま
せ
ん
」。
万
事
休
し
た
町

は
牟
岐
署
に
被
害
届
を
出
し
、

二
つ
の
封
筒
を
提
出
し
た
。

　

牟
岐
署
は
二
月
十
七
日
、

担
当
者
が
役
場
を
訪
問
し

た
が
、
関
係
者
が
多
く
、

監
視
カ
メ
ラ
も
な
い
た
め
、

捜
査
は
難
航
し
そ
う
だ
。

迷
宮
入
り
の
可
能
性
が
強

い
。「
約
九
万
円
の
紛
失
」

で
落
ち
着
き
そ
う
だ
。

窃
盗
か
紛
失
か
、
ど
ち
ら

に
せ
よ
、
約
九
万
円
の
現
金

が
消
え
た
こ
と
は
確
か
。

町
は
三
月
末
を
め
ど
に

枡
富
町
長
ら
関
係
者
を

処
分
す
る
方
針
だ
。
消

え
た
現
金
は
大
森
副
町

長
が
立
て
替
え
て
い
る
。

鍵
の
所
在
を
知
る
職

員
は
十
数
人
、
杜
撰
な

公
金
管
理

約
九
万
円
が
消
え
た
牟
岐

町
役
場
。
公
金
管
理

の
杜
撰
な
実
態
が
浮
か
び
上

が
っ
て
い
る
。
現
金
を
保
管
し

て
い
た
の
は
事
務
室
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
。
鍵
は
か
か
る
が
、

十
数
人
の
職
員
が
鍵
の
所
在

を
知
っ
て
い
た
。

　

町
は
「
今
後
は
現
金
を
金

庫
で
保
管
す
る
」
と
再
発
防

止
策
を
打
ち
出
す
が
、
現
金

を
金
庫
で
保
管
す
る
の
は
公

金
管
理
の
初
歩
だ
。
町
民
か

ら
預
か
っ
た
公
金
の
重
さ
に

対
す
る
認
識
が
甘
い
。

庁
舎
内
に
監
視
カ
メ
ラ
は
一

台
も
な
い
。
現
金
の
保
管
場
所

は
二
十
四
時
間
の
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
の
が
危
機
管
理

や
防
犯
対
策
の
鉄
則
。
監
視

カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る
抑
止
機

能
も
働
い
て
い
な
か
っ
た
。

　

大
森
副
町
長
は
建
設
中

の
新
庁
舎
に
は
「
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
予

定
だ
」
と
の
こ
と
だ
が
、

老
朽
化
し
た
現
庁
舎
は

ノ
ー
ガ
ー
ド
状
態
。
い

ま
目
の
前
に
あ
る
危
機
に

対
応
で
き
て
い
な
い
。

牟
岐
町
の
借
金
は
約
三
十

億
円
。
今
年
一
月
の
人
口
は

三
、
二
九
九
人
で
昨
年
よ
り

一
二
五
人
減
っ
て
い
る
。
人

口
が
減
る
一
方
で
一
人
ひ
と

り
の
町
民
に
借
金
負
担
が
重

く
圧
し
掛
か
っ
て
い
る
。

約
九
万
円
の
行
方
不
明
騒

動
は
税
金
で
町
財
政
を
支
え

る
町
民
の
町
政
不
信
を
喚
起

し
、「
預
け
た
税
金
は
き
ち

ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る
の

か
。
税
金
を
払
う
気
が
し
な

い
」
と
納
税
意
欲
の
減
退
を

招
い
て
い
る
。

令
和
五
年
に
は
工
事

入
札
で
最
低
制
限
価
格

の
設
定
ミ
ス

牟
岐
町
で
は
こ
こ
数
年
、

職
員
不
祥
事
が
相
次

い
で
い
る
。
個
人
情
報
の

入
っ
た
書
類
の
持
ち
帰

り
、
交
付
金
返
還
手
続
き

の
怠
慢
、
公
共
工
事

入
札
に
お
け
る
最
低

制
限
価
格
設
定
の
ミ

ス
な
ど
だ
。

　

最
低
制
限
価
格

の
設
定
ミ
ス
で
は
、
最

低
制
限
価
格
を
低
く
設

定
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
本
来
落
札
で
き

な
か
っ
た
企
業
が
落

札
。
落
札
を
取
り
消

し
、
入
札
を
や
り
直

す
な
ど　

公
共
工
事
で
混

乱
を
招
い
た
。

　

町
は
枡
富
町
長
ら
特
別

職
を
減
給
処
分
に
し
た

が
、
入
札
で
最
低
制
限
価

格
を
間
違
え
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
失
態
は
建
設
業
界
内

に
「
公
正
公
平
な
業
者
選
定

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
」
と

不
信
感
を
拡
大
さ
せ
た
。

問
わ
れ
る
枡
富
町
長

の
統
治
能
力

「
消
え
た
約
九
万
円
」

が
露
呈
さ
せ
た
牟

岐
町
の
公
金
管
理
の
杜

撰
さ
。
最
大
の
問
題
点

は
町
政
ト
ッ
プ
の
枡
富

町
長
に
よ
る
業
務
や
人

事
、
危
機
管
理
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

家
業
が
立
ち
飲
み
酒
屋
店

で
町
議
を
経
て
町
長
に
就
任

し
た
枡
富
町
長
。
現
在
二
期
目

で
新
庁
舎
や
ご
み
処
理
施
設
な

ど
大
型
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
職
員
に
対
す
る
求
心
力

を
確
立
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

重
清
県
議
の
議
長
就
任
祝
賀
会

で
、
酒
の
勢
い
で
祝
辞
を
述
べ
よ

う
と
し
た
の
か
、
泥
酔
し
て
失
態

を
演
じ
た
同
町
長
。
町
民
か
ら

「
気
品
や
品
格
、
頭
脳
明
晰
さ
が

感
じ
ら
れ
な
い
コ
ミ
ッ
ク
町
政

は
も
う
た
く
さ
ん
」
と
町
政
ト
ッ

プ
の
引
き
際
を
問
う
声
も
。

　
　
　
　

約
九
万
円
が
消
え
た
？
！
。牟
岐
町
役
場
で
現
金
行
方
不
明
騒
動
だ
。鍵
が
か
か
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
保
管
し
て
い
た
現
金
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
現
金
と
鍵
の
存
在
を
知
る
十
数
人
の
職
員
は
誰
も

「
知
り
ま
せ
ん
」。
町
は
牟
岐
署
に
被
害
届
を
出
し
た
が
、
現
金
が
入
っ
て
い
た
封
筒
に
は
複
数
職
員

の
指
紋
が
ベ
タ
ベ
タ
。
監
視
カ
メ
ラ
も
な
く
、
迷
宮
入
り
に
な
り
そ
う
だ
。
町
は
枡
富
町
長
ら
の
処

分
を
検
討
し
て
い
る
が
、町
民
か
ら
は「
こ
ん
な
杜
撰
な
役
場
に
税
金
な
ど
払
え
な
い
」と
の
声
が
…
。

運営会社は破綻寸前 負債約七十億円

後
藤
田
県
政

は
「
黒
塗
り
県

政
」
な
の
か
。
国

際
航
空
便
の
運

航
支
援
だ
。
徳

島
阿
波
お
ど
り

空
港
に
定
期
便

や
チ
ャ
ー
タ
ー

便
を
飛
ば
す
外

国
航
空
会
社
に
補
助
金
を
出
す
が
、

金
額
や
金
の
出
し
方
は
闇
の
中
だ
。

補
助
金
の
名
称
は
国
際
便
就
航

促
進
費
。
国
際
便
を
運
航
す
る
航

空
会
社
や
旅
行
商
品
を
造
成
す
る

旅
行
会
社
等
に
交
付
す
る
。
予
算

額
は
令
和
六
年
度
補
正
と
令
和
七

年
度
当
初
併
せ
て
約
五
億
円
だ
。

闇
の
一
つ
が
補
助
金
の
出
し
方

だ
。
県
が
直
接
航
空
会
社
に
補
助

金
を
渡
す
わ
け
で
は
な
い
。
県
は

「
徳
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
」
と

い
う
任
意
団
体
に
補
助
金
を
出
す

だ
け
。
交
付
対
象
は
協
議
会
だ
。

県
か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ
た
協

議
会
は
、
協
議
会
の
国
際
便
就
航

促
進
事
業
と
し
て
航
空
会
社
や
旅

行
会
社
に
助
成
金
を
出
す
。

金
の
流
れ
は
、
県
↓
協
議
会

↓
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
だ
。

県
議
会
は
「
航
空
会
社
に

出
し
た
補
助
金
額
を
開
示
せ

よ
」
と
国
際
定
期
便
の
補
助

金
問
題
を
追
及
し
て
い
る

が
、
県
観
光
誘
客
課
は
補
助
金
交

付
に
協
議
会
が
介
在
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
て
い
な
か
っ
た
。

説
明
し
な
か
っ
た
理
由
は
シ
ン

プ
ル
。「
聞
か
れ
な
か
っ
た
た
め
」（
観

光
誘
客
課
）
だ
。
補
助
金
支
出
の

窓
口
機
能
を
持
つ
協
議
会
の
存
在

を
県
議
会
に
黙
っ
て
い
た
県
当
局
。

県
議
会
も
舐
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

徳
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
は

自
治
体
や
企
業
、
経
済
団
体
な
ど

十
五
団
体
で
構
成
さ
れ
る
任
意

団
体
だ
。
平
成
九
年
八
月
に
設
立

さ
れ
た
。
会
長
は
県
観
光
ス
ポ
ー

ツ
文
化
部
の
勝
川
部
長
だ
。

主
な
メ
ン
バ
ー
は
徳
島
県
、
徳

島
市
、
鳴
門
市
、
松
茂
町
、
徳
島

空
港
ビ
ル
、
日
本
航
空
、
全
日
本

空
輸
、
エ
ア
ト
ラ
ベ
ル
徳
島
、
日

本
通
運
、
徳
島
バ
ス
、
徳
島
商
工

会
議
所
、
県
商
工
会
連
合
会
な
ど
。

令
和
七
年
度
の
予
算
規
模
は
約
五

億
千
百
万
円
。
そ
の
う
ち
約
四
億
八

千
万
円
が
国
際
便
就
航
促
進
事
業
に

配
分
さ
れ
、
国
際
便
運
航
の
航
空
会

社
や
旅
行
商
品
造
成
の
旅
行
会
社
へ

の
助
成
金
に
使
わ

れ
て
い
る
。

事
務
局
は
県
庁

の
観
光
誘
客
課
が

担
う
。事
務
も
同
課
職
員
が
行
な
う
。

総
会
は
年
に
二
〜
三
回
で
予
算
や
決

算
が
報
告
さ
れ
る
だ
け
。
協
議
会
の

実
態
は
県
が
航
空
会
社
等
に
ば
ら
撒

く
補
助
金
の
財
布
機
能
だ
。

会
員
企
業
へ
の
補
助
金
分
配
機
能

も
持
つ
。
国
際
便
以
外
の
補
助
金
交
付

先
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、

旅
行
会
社
な
ど
。
県
か
ら
も
ら
っ
た
補

助
金
を
会
員
間
で
分
け
合
っ
て
い
る
。

協
議
会
の
決
算
資
料
に
よ
る

と
、
令
和
七
年
度
に
県
が
協
議
会

に
交
付
し
た
補
助
金
は
四
億
八
、

九
三
八
万
円
だ
が
、
県
に
公
文
書

公
開
請
求
す
る
と
、
協
議
会
に
交

付
し
た
金
額
は
黒
塗
り
だ
。

徳
島
県
は
県
議
会
に
対
し
守
秘

義
務
を
理
由
に
韓
国
や
香
港
の
航

空
会
社
に
流
れ
た
補
助
金
額
を
公

開
し
な
い
が
、
財
源
で
あ
る
協
議

会
に
交
付
し
た
補
助
金
額
さ
え
も

公
開
し
な
い
「
情
報
公
開
貧
県
」
だ
。

知
事
選
で「
黒
塗
り
資
料
は
論
外
」

と
透
明
度
Ｕ
Ｐ
を
強
調
し
た
後
藤

田
知
事
だ
が
、
実
態
は
黒
塗
り
資

料
だ
ら
け
の
「
黒
塗
り
県
政
」。
透

明
度
Ｕ
Ｐ
が
掛
け
声
倒
れ
に
陥
っ

て
い
る
「
不
透
明
県
政
」
だ
。

県
費
支
出
、
特
に
企
業
・
団
体
へ
の

補
助
金
支
出
は
公
開
が
原
則
だ
。
県
費

の
原
資
は
県
民
の
貴
重
な
税
金
。
そ
の

重
み
を
自
覚
し
て
県
民
に
軸
足
を
置

い
た
情
報
公
開
を
実
現
す
べ
き
だ
。

徳島空港利用促進協議会
会員で補助金分配

露呈した杜撰な公金管理

約一年前は入札で最低制限価格間違える失態

「
大
風
呂
敷
公
約
」

化
け
の
皮
剥
が
れ
始
め
た

再燃するか 飯泉衆院議員との因縁バトル再燃するか 飯泉衆院議員との因縁バトル

旧そごうビル

徳
島
都
市
開
発

新
ビ
ル
へ
の
建
て
替
え
な
ら
約

三
三
二
億
円

南波社長

貫目どちらに あるか？貫目どちらに あるか？

遠藤市長

六
十
五
の
公
約
は

実
現
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

任
期
中
に

‼

元
・
徳
島
県
知
事
５
期
２
０
年

第
十
三
代

全
国
知
事
会
長

現
・
国
民
民
主
党

衆
議
院
議
員

元
・
内
閣
府
副
大
臣

現
・
徳
島
県
知
事

元
・
衆
議
院
議
員

「
新
宝
島
大
作
戦
」
を
打
ち
出
し
た
後
藤
田
知
事

知
事
就
任
後
二
年
半
を
過
ぎ
た
令
和
八
年
。
後

藤
田
知
事
は
新
し
い
県
政
方
針
を
打
ち
出
し

た
。「
新
宝
島
大
作
戦
」。
文
化
や
歴
史
、
特
産
物

な
ど「
徳
島
の
宝
」を
国
内
外
に
発
信
す
る
戦
略
だ
。

　
「
宝
島
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
飯
泉
前
県
政
の
パ
ク

リ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
飯
泉
前
知
事
は
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
で
「
徳
島
を
宝
の
島
に
す
る
」
と
強
調
。

宝
の
島
・
徳
島
の
成
長
戦
略
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

新
宝
島
大
作
戦
で
イ
メ
チ
ェ
ン
を
図
る
後
藤
田
知
事

だ
が
、
前
途
多
難
だ
。
知
事
選
で
訴
え
た
六
十
五
項
目

の
徳
島
再
生
戦
略
は
実
現
度
が
低
く
、「
大
風
呂
敷
だ
っ

た
の
か
」
と
県
民
に
失
望
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

計
画
が
二
転
三
転
、
ゼ
ネ
コ
ン
が
そ
っ
ぽ
向

く
新
ホ
ー
ル

最
大
の
大
風
呂
敷
が
新
ホ
ー
ル
だ
。
知
事
選
で
飯
泉

前
知
事
の
一
九
四
億
円
プ
ラ
ン
を
「
半
額
で
で
き

る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、
事
業
費
や
業
者
選
定
方
式

が
二
転
三
転
。
今
や
二
百
億
円
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。

　

業
者
選
定
方
式
は
設
計
施
工
一
体
型
か
ら
設
計
を

分
離
し
た
が
、
県
議
会
か
ら
は
「
二
百
億
円
で
設
計

し
て
も
建
設
工
事
時
に
は
物
価
が
高
騰
。
二
百
億
円

を
超
え
る
の
で
は
」
と
懸
念
の
声
が
上
が
る
。

　

過
去
何
度
も
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
頓
挫
し

た
県
市
協
調
ホ
ー
ル
。
ゼ
ネ
コ
ン
業
界
で
は
徳
島

県
や
徳
島
市
は
「
契
約
し
て
も
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
。

設
計
業
務
の
分
離
で
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
目
指
す
新
ホ
ー
ル
だ
が
、
顧
客
信
用
度
が
低
い

徳
島
県
だ
け
に
、
二
百
億
円
規
模
の
予
算
で
食
指

を
動
か
す
ゼ
ネ
コ
ン
が
現
れ
る
可
能
性
は
低
い
。

チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
の
洗
礼
受
け
た
香
港
定
期
便

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
で
は
、
香
港
定
期
便
を
就
航
さ

せ
た
が
、
約
九
か
月
で
運
航
ス
ト
ッ
プ
。
支
援
金

額
を
隠
す
不
透
明
県
政
の
実
態
を
露
呈
。
補
助
金
食
い

逃
げ
の
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
で
公
金
を
浪
費
し
た
。

　

香
港
便
は
航
空
会
社
と
二
年
以
上
の
運
航
を
約
束

し
、
昨
年
四
月
か
ら
香
港
便
限
定
の
赤
字
補
填
で
優

遇
支
援
し
た
が
、
昨
年
八
月
末
で
運
航
を
無
期
限
休

止
。
美
味
し
い
と
こ
ろ
だ
け
持
っ
て
い
か
れ
た
。

　

県
は
過
去
に
中
国
の
湖
南
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
も
運

航
中
止
を
一
方
的
に
通
告
さ
れ
る
な
ど
チ
ャ
イ
ナ
リ

ス
ク
の
洗
礼
を
浴
び
て
い
た
。
香
港
便
も
中
国
サ
イ

ド
に
儲
け
の
ネ
タ
を
提
供
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

腰
砕
け
に
終
わ
っ
た
飯
泉
前
県
政
の
検
証

後
藤
田
知
事
は
知
事
選
で
県
民
に
説
明
責
任
が

果
た
さ
れ
て
い
な
い
飯
泉
県
政
の
負
の
遺
産

の
検
証
と
見
直
し
を
約
束
し
た
が
、
口
先
だ
け
の

腰
砕
け
。
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。

　

象
徴
事
例
が
外
部
の
任
意
団
体
を
隠
れ
蓑
に
使
っ

た
錬
金
術
だ
。
飯
泉
前
知
事
は
文
化
立
県
と
く
し
ま

推
進
会
議
と
い
う
任
意
団
体
を
隠
れ
蓑
に
使
い
、
記

念
オ
ケ
事
業
に
約
十
億
円
の
公
金
を
垂
れ
流
し
た
。

　

約
十
億
円
の
う
ち
、
約
八
億
円
は
記
念
オ
ケ
を
仕

切
っ
た
女
性
社
長
経
営
会
社
の
事
業
収
入
に
な
っ

た
。
女
性
社
長
は
後
に
脱
税
が
摘
発
さ
れ
、
記
念
オ

ケ
疑
惑
が
弾
け
、県
の
文
化
行
政
に
汚
点
を
残
し
た
。

後
藤
田
知
事
は
徳
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
い
う
任
意
団

体
を
隠
れ
蓑
に
使
い
、
韓
国
や
香
港
の
航
空
会
社
、
旅
行
会
社

に
公
金
を
垂
れ
流
し
て
い
る
。
令
和
七
年
度
の
補
助
金
は
予
算

ベ
ー
ス
で
約
四
億
八
千
万
円
だ
。

任
意
団
体
は
県
の
情
報
公
開
の
対
象
外
。

県
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
も
及
ば
な
い
。
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
の
は
県
が
任
意
団
体
に
流
し
た

公
金
の
金
額
だ
け
。
任
意
団
体
が
何
に
使
っ

た
の
か
と
い
う
使
途
は
闇
の
中
だ
。

飯
泉
県
政
最
大
の
汚
点
で
あ
る
任
意
団

体
を
隠
れ
蓑
に
使
っ
た
錬
金
術
に
切
り
込

む
ど
こ
ろ
か
、
自
己
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
て
県
費
を
隠
密
裏
に
浪
費
す
る
後
藤
田

知
事
。
飯
泉
前
知
事
と
同
じ
穴
の
貉
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
門
前
払
い
、
知
事
の
ご

り
押
し
人
事

思
い
付
き
の
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
政
策
に
県
職

員
が
辟
易
し
、「
朝
令
昼
改
」
と
い
う
言
葉
が
秘

か
に
流
通
し
て
い
る
徳
島
県
庁
。
後
藤
田
知
事
の
求

心
力
や
威
信
は
急
速
に
失
速
し
始
め
て
い
る
。

一
例
が
行
政
連
携
団
体
と
言
わ
れ
る
外
郭
団
体

改
革
だ
。
公
益
財
団
法
人
の
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
牛
尾
信
介
氏
を
送
り
込
も
う
と
し
た
が
、
頓
挫
し
た
。

　

県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
活

性
化
を
目
指
す
組
織
。
牛
尾
氏
は
知
事
に
任
命
さ
れ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
で
未
来
創
り
を
目
指
す
㈱
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
社
長
だ
。

　

知
事
の
指
示
を
受
け
た
県
当
局
は
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
①
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
務
局
の
協
会
へ
の
移
管

②
牛
尾
氏
の
協
会
理
事
就
任
を
打
診
し
た
。
協
会

は
二
月
の
総
務
委
員
会
で
協
議
。
全
員
反
対
で
拒
否
し
た
。

　

後
藤
田
知
事
は
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会
長
。
定
款

で
は
会
長
の
権
限
は
助
言
だ
け
だ
が
、
会
長
で
あ

る
知
事
の
意
向
に
ノ
ー
を
突
き
つ
け
た
協
会
執
行

部
。
知
事
の
威
信
と
求
心
力
は
地
に
墜
ち
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
各
種
競
技
団
体
の

集
ま
り
。
協
会
に
賑
わ
い
づ
く
り
の
機

能
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
後
藤
田
構
想

が
そ
も
そ
も
無
理
筋
だ
っ
た
。
知
事
の

ご
り
押
し
を
協
会
の
良
識
が
阻
ん
だ
。

ゴ
ン
グ
が
鳴
っ
た
飯
泉
衆
院
議
員
と
の
因

縁
バ
ト
ル

知
事
選
で
広
げ
た
大
風
呂
敷
公
約
の
化
け

の
皮
が
剥
が
れ
始
め
、
威
信
も
低
下
し

つ
つ
あ
る
後
藤
田
知
事
。
長
年
の
宿
敵
・
飯
泉
衆
院

議
員
と
の
因
縁
の
バ
ト
ル
も
ゴ
ン
グ
が
鳴
っ
て
い
る
。

　

令
和
五
年
知
事
選
で
後
藤
田
知
事
に
敗
れ
た
飯

泉
氏
。二
月
衆
院
選
で
国
民
民
主
公
認
で
出
馬
、「
徳

島
の
窮
状
を
打
破
し
た
い
」
と
宣
戦
布
告
。
後
藤

田
知
事
も
「
県
民
を
な
め
て
い
る
」
と
応
酬
し
た
。

　

飯
泉
氏
は
「
カ
モ
〜
ン
」
と
絶
叫
す
る
遠
吠
え

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
支
持
を
訴
え
た
。
徳
島
二
区

で
は
自
民
の
山
口
衆
院
議
員
に
大
差
で
敗
れ
た
が
、

比
例
復
活
で
悲
願
の
衆
院
議
員
に
就
任
し
た
。

　

議
員
バ
ッ
ジ
を
つ
け
た
飯
泉
衆
院
議
員
は
知
事
時
代
に

築
い
た
人
脈
再
構
築
に
動
い
た
。
一
つ
が
県
土
整
備
部
の

現
職
や
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
る
「
五
半
会
」。
県
庁
近
く
に
あ
っ
た

飲
食
店
「
五
半
」
の
女
性
店
主
が
仕
切
っ
た
親
睦
団
体
だ
。

　

女
性
店
主
は
飯
泉
前
知
事
の
有
力
支
援
者
。
知
事
と

の
関
係
で
人
事
等
に
介
入
。
顰
蹙
を
買
っ
た
。
五
半
会

絶
頂
期
に
は
親
睦
会
に
衆
院
議
員
や
県
議
、
県

職
員
や
Ｏ
Ｂ
、
建
設
業
者
ら
が
群
が
っ
た
。

　

五
半
会
は
後
藤
田
知
事
の
誕
生
で
地
下
に
潜
っ
た

感
が
あ
っ
た
が
、
飯
泉
衆
院
議
員
の
誕
生
で
ま
た
ぞ

ろ
蠢
き
始
め
た
。
二
月
中
旬
、
徳
島
市
内
の
飲
食
店

で
飯
泉
衆
院
議
員
の
当
選
を
祝
う
懇
親
会
を
開
い
た
模
様
だ
。

後
藤
田
知
事
が
衆
院
議
員
時
代
か
ら
「
手
柄
の

奪
い
合
い
」
等
で
犬
猿
関
係
だ
っ
た
後
藤
田
、
飯

泉
両
氏
。
今
度
は
知
事
と
衆
院
議
員
の
立
場
が
入

れ
替
わ
っ
た
因
縁
の
バ
ト
ル
が
展
開
さ
れ
そ
う
だ
。

と
も
に
徳
島
を
「
宝
島
」
と
認
識
し
、
活

性
化
を
訴
え
る
二
人
の
政
治
家
。
そ
の
因
縁
の

バ
ト
ル
は
、「
目
糞
鼻
糞
を
笑
う
」
公
益
目
的
の

か
け
ら
も
感
じ
さ
せ
な
い
痴
話
喧
嘩
の
類
い
だ
。

　

二
月
八
日
の
衆
院
選
で
十
三
選
し
た
山
口
衆
院

議
員
。
招
集
さ
れ
た
国
会
で
衆
議
院
の
議
院
運
営

委
員
長
に
選
ば
れ
た
。
議
運
委
員
長
は
議
長
、
副

議
長
に
次
ぐ
ナ
ン
バ
ー
３
。
衆
議
院
運
営
の
要
だ
。

議
運
委
員
長
の
役
割
は
、
法
案
審
議
を
各
委

員
会
に
割
り
振
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
。
衆
議

院
の
運
営
を
は
じ
め
、
国
会
法
や
衆
議
院
の
法

規
・
諸
規
則
に
関
す
る
事
項
を
所
管
す
る
。

予
算
委
員
長
と
並
ぶ
閣
僚
ク
ラ
ス
の
重
要

ポ
ス
ト
。
閣
僚
経
験
者
が
就
任
す
る
の
が
通

例
だ
。
各
省
庁
の
官
僚
も
そ
の
発
言
を
最
重

要
視
す
る
な
ど
別
格
扱
い
の
対
応
だ
。

山
口
氏
が
議
運
委
員
長
の
重
職
に
就
任
す

る
の
は
二
回
目
。
野
党
各
党
と
の
人
脈
も
広

く
、
い
ま
や
国
会
運
営
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
議
員
に
な
っ
て
い
る
。

　

写
真
は
委
員
長
就
任
時
に
議
長
室
で
高
市
首

相
ら
と
撮
影
し
た
も
の
。
三
月
十
三
日
に
予
算

が
通
れ
ば
、高
市
首
相
が
議
運
委
員
長
を
訪
問
。

御
礼
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

飯泉衆議院議員

後藤田知事

「
約

九
万
円
が
消
え
た
」牟岐町

容疑者
十数人

来
年
町
長
選
挙
と

　
　
　
　
い
う
の
に

緑
の
募
金

千
年
サ
ン
ゴ
と

　活
き
る
ま
ち
づ
く

　　　　　　　　　協
議
会

俺もそろそろ
引き際かなあ～！

役場で　　

公金消失騒動

三千数百人の町民を疑心暗鬼にさせた

闇夜に紛れて潜り込んだ牟岐の　　　！鼠小僧

ゆるふん行政は

　　　やめてくれェ～
天の声

ぎわ

大森副町長 枡富町長


